
１月２４日 全校朝会（ミート） 

学校を小さな親切や思いやりでいっぱいにしよう 

 おはようございます。 

 １月 16 日に武蔵野市善行表彰がありました。善行とは善い行いのことです。今年は桜野

地域子ども館から推薦されて桜野小の４名が表彰されました。表彰の理由は、道に迷って泣

いていた 1年生に気付き、声をかけて学童クラブまで送ってくれたことです。1年生は、学

童クラブやあそべえの指導員の方々が連絡してくださり、無事に家に帰すことができました。  

困っている子を見て知らんふりせずに声を掛けたこと、迷子だと分かった時にどうすればよ

いか考えて、行動することができたことなど、「気付き、考え、行動する」姿がとても立派

だと感心しました。 

 桜野小の教育目標は「自分の考えをもつ子ども」「思いやりのある子ども」「明るく元気な

子ども」ですが、今年度も「思いやりのある子ども」を重点目標にしています。みなさんに

は、学校で友達や多くの人たちと関わりながら、優しく温かな心で人に接することができる

人、人間として立派な人になってほしいと願っています。 

 みなさんも、困った人を助けたり、人に親切にしたりした経験があると思います。その時

にどんな気持ちになりましたか。「ありがとう」と感謝されると、自分も嬉しい気持ちにな

りますね。身の回りの人に対する小さな親切でいいのです。一人一人の小さな親切が、よい

クラスや、よい学年、よい学校、そして、よい社会を作っていくことにつながります。学校

がみんなの小さな親切や思いやりでいっぱいになるようにしていきましょう。 

 

 さて、今年度も、全校朝会で頑張ったお友達を紹介してきました。賞状やメダル、トロフ

ィーなどは、限られた人しか手にすることはできません。また、願うだけでは手に入れるこ

とはできません。長い時間をかけてこつこつと努力を重ねた結果として、それを手にできた

ことは、本当にすばらしいことだと思います。 

みなさんの中には、よい結果に結び付かなくて悔しい思いをした人もいると思います。でも、

どんな結果であっても、一生懸命努力したことが尊いのです。頑張っている自分を励ましな

がら、人と比べるのではなく、昨日の自分と比べながら、昨日より今日、今日より明日、と

いうように前に進んでいってほしいと思います。またみなさんの頑張りを教えてくださいね。 

今日は、学校を小さな親切や思いやりでいっぱいにしようというお話でした。 

 

 コロナウィルスが変化したオミクロン株という感染力が強いウィルスのために、都内の感

染者が急激に増えています。家族が感染すれば、全員が感染するほどの感染力と言われてい

ます。ほとんどの人が軽い風邪程度の症状ですぐに回復しているので、あまり恐れることは

ありませんが、感染したり濃厚接触者になったりすると、学校を長く休まなければなりませ

ん。できる限り感染を防ぐために、話をする時は必ずマスクをするようにしましょう。学校

でマスクを外すのは、給食中だけです。給食中にマスクなしで話をすることのないよう気を

付けてください。また、どんなに気を付けていても感染することがあります。軽はずみな発

言は慎み、お互いを思いやって過ごしていきましょう。 


